
地方創生の取組について

＜令和８年７月22日 都道府県・指定都市担当課長説明会資料を基に政策企画部が編集＞ 1

資料４

〇2014年に「地方創生」を開始して以降、まち・ひと・しごと創生法の下で、日本の急速な少子高齢化の進展に的確に
対応し、人口減少に歯止めをかけるとともに、東京圏への人口の過度の集中を是正し、将来にわたって活力ある日本
社会を維持していくための取組を進めてきた。

〇2025年６月には、「地方創生2.0基本構想」が閣議決定され、今後10年間を見据えた地方創生の方向性が定められた。

〇上記を踏まえ、「デジタル田園都市国家構想総合戦略」を変更し、「地方創生に関する総合戦略～これまでの地方創
生の取組 のフォローアップと推進戦略～」（2025年12月23日閣議決定）を策定。

〇さらに、2025年12月に閣議決定した「地方創生に関する総合戦略」を変更し、「強い地域経済の構築」に重点を置
いた新たな取組に加え、これまでの地方創生で進めてきた取組も含めた全体戦略として、2030 年度までを計画期間
とする「地域未来戦略」（2026年７月21日閣議決定）を策定。

※まち・ひと・しごと創生法では、政府が講ずべきまち・ひと・しごと創生に関する施策を実施するために必要な事項を定める「まち・
ひと・しごと創生総合戦略」を策定（閣議決定）することとされており、2014年以降、総合戦略を累次策定している。
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〇今後10年間を見据えた目指
す姿、基本姿勢・視点、政
策 の５本柱、各主体が果
たす役割を設定。

〇中間年度の５年後に必要な
見直し。

地方創生2.0基本構想
※2025年6月13日閣議決定
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【目標】
47都道府県のどこに住んでいても、安全に生
活することができ、必要な医療・福祉や質の
高い教育を受けることができ、働く場所があ
る社会を実現

【政策目標】
①強い地域経済の構築、 ②豊かな生活環境  

  の実現、 ③選ばれる地方の実現

【基本的方向】
地方に大規模な投資を呼び込み、各地に産業
クラスターを戦略的に形成し、地域経済の持
続的な成長を図る。

地域未来戦略（2026年度～2030年度）
※2026年7月21日 閣議決定



地域未来戦略について①

＜令和８年7月21日閣議決定 地域未来戦略（概要版）＞ 2
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地域未来戦略について②

＜３類型の計画の全体像＞

地域未来戦略（令和８年７月21日閣議決定）

強い地域経済の構築 豊かな生活環境の実現 選ばれる地方の実現

計画素案（東北経産局）

[有望分野]
・半導体
・モビリティ
・エネルギー

官民投資ロードマップ
（日本成長戦略本部）

【B】地域産業クラスター計画

・都道府県等が主体となって産業
クラスターの形成を進めるもの

・重点的に育成すべき産業分野を
特定し、海外輸出による外貨獲
得又は国内上位シェアの獲得を
目指す

・都道府県が策定（政令市も可）

【C】地場産業成長プラン

・農林水産、観光、スポーツ、
伝産品等の地域住民の生活
を支えている産業の発展、
地域経済の成長を促すもの

・付加価値の創出及び地域外需
要の獲得を図り、面的に地
域経済を支える事業を創出

・市町村又は都道府県が策定

地域産業成長プラン（県）
【A】戦略産業クラスター計画（国）

・17の戦略分野の検討が主導する形で、企業の大規模投
資を中心に形成

・インフラや拠点整備、人材育成等を一体で推進

ロードマップと素案の両方に

整合するプロジェクトを提案（県）

政策目標



材料

（国）戦略産業クラスター計画に係る本県からのプロジェクト提案について

6月25日付けで、半導体分野について、人材育成施策やインフラ整備を盛り込んだプロジェ
クトを提案済み
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半導体分野



地域産業クラスター計画における産業分野及び核となる区域
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自動車 半導体 医療機器 加速器

水稲 養殖サーモン

岩手県地域産業成長プランに盛り込む分野

地場産業成長プランにおける地域資源及び核となる地域

金ケ崎町、北上市、
奥州市、一関市、
花巻市、平泉町等

北上市、奥州市、
金ケ崎町、花巻市、
一関市、遠野市等

盛岡市、矢巾町、
花巻市等

盛岡市、北上市、
奥州市、滝沢市、

一関市等

県南地域、県中地域、
県北・沿岸地域

県北・沿岸地域

園芸作物

水田地帯、中山間
地域、沿岸地域

畜産物

水田地帯、中山間
地域、沿岸地域

ウニ

県北・沿岸地域

工芸品

工房等所在地域

特用林産物

中山間地域、県北・沿岸地域

食品製造業

県内全エリア

酒造業

県央地域、県南地域、
県北地域、沿岸地域

アパレル

縫製企業所在地域



「地域産業クラスター計画」

No 産業分野 主な取組の方向性

① 自動車

・サプライチェーンにおける、電動化、水素、バイオ燃料など新技術への
対応支援
・AI等の活用による生産性向上支援
・モビリティの新たな価値創出、地域課題との融合

② 半導体
・半導体需要に対応できる生産設備等への投資促進
・製造工程の自動化、産業用ロボットの活用
・高度人材や次世代半導体関連人材の育成

③ 医療機器
・研究開発型企業群の集積・成長の促進
・県外企業の誘致・集積
・クラスター間の企業や産学官の連携促進

④ 加速器
・高い技術力を有する県内企業の加速器関連産業への参入促進
・関係機関の連携による技術力向上、共同研究
・加速器関連産業の人材育成
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「地場産業成長プラン」

No 分野 地域資源 主な取組の方向性

① 農業 水稲
ニーズに応じた品種開発、優れた栽培技術による国内外の需要拡大、
農業共同利用施設の再編・整備など

② 農業 園芸作物
生産性の向上、気候変動への対応、ブランド化、生産基盤の強化な
ど

③ 農業 畜産物
低コスト生産や、DXの活用などによる生産性の向上と「いわて
牛」の増産、畜産物の高付加価値化・国内外の需要拡大など

④ 林業 特用林産物 生産性向上、担い手確保・育成、販路開拓・拡大など

⑤ 水産業
養殖サーモ

ン
種卵・種苗の増産体制の構築、養殖生産の効率化・安定化、流通・
加工・販売体制の強化など

⑥ 水産業 ウニ
種苗生産体制の構築、DXを活用した効率化・省力化、畜養技術の
強化など

⑦
食品製
造業

加工食品
商談会や物産展を通じた、商品開発から販路開拓までの総合的な支
援、県産品のブランド力向上など

⑧ 酒造業 酒
マーケティングやブランド力の強化、国内外の販路拡大支援、認知
度向上など

⑨ 工芸品 工芸品
販路拡大や商品価値向上、インバウンド受入環境整備、産業基盤強
化など

⑩
アパレ
ル

アパレル
企業における人材育成や生産性向上への支援、販路開拓支援、産地
の魅力発信への支援など 7
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